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2031年目標（基準：2021年）
• Scope1+Scope2 46.2%削減
• Scope3 27.5%削減

2021年：1.5℃目標基準
• Scope1+Scope2 500.7千ton
• Scope3 6,588.2千ton

2025年度目標（基準：2016年）
• 原材料調達時CO2排出量削減（原単位）：+0.6%
• 製造時CO2排出量削減（原単位）：▲62.2%
• 使用済み商品廃棄処理時CO2排出量削減（原単位）：▲39.9%

•  Scope1＋Scope2： 
使用エネルギー自体の削減 
→ 生産設備、付帯設備（空調、コンプレッサー、集塵機など）に省エネ機器を導入し、省エネ対応を推進。

•  Scope3 ： 
環境に配慮した商品設計の推進、サプライヤー、物流事業者、卸店・小売店などとの協働による削減、使
用済み紙パンツリサイクルによる原材料の再使用、森林クレジットの活用などを通して、CO2排出“0

ゼロ
”社会

の実現を目指す。

2050ビジョン実現に向けた取り組み
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（2050ビジョン）

2030年目標
• 再生可能電力比率：100%
• 環境配慮型商品の開発：10件以上
• 紙パンツ（紙おむつ）リサイクル設備の導入：10件以上

2030年目標（基準：2016年）
• 原材料調達時CO2排出量削減（原単位）：▲17%
• 製造時CO2排出量削減（原単位）：▲34%
• 使用済み商品廃棄処理時CO2排出量削減（原単位）：▲26%
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